
平成２９年度 

「人権を考える講演会」 
 

日時 １０月３１日（火） 

     １３：３０～１５：００（開場13：00） 

会場 小田原市生涯学習センターけやきホール 
   小田原市荻窪300番地 市役所本庁舎敷地内 

小田原駅西口、小田急線足柄駅、大雄山線井細田駅のいずれからも徒歩約１５分 

（※駐車場に限りがありますので、ご来場の際は公共交通機関でお越しください。） 

 

演題 「夢と絆」  

講師 蓮
はす

 池
いけ

 薫
かおる

 さん 
 

入場無料・申込不要・当日先着順  
来場者多数の場合は入場制限があります。 
◆託児 ２歳～就学前児童（２歳未満児については要相談）事前予約制になります。（締切10/13（金）） 

先着8名・おやつ代等として一人100円かかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：小田原市/小田原市教育委員会 

問合わせ・託児申し込み 小田原市役所 人権・男女共同参画課 0465-33-1755 

 １９５７年 新潟県生まれ 

       中央大学法学部３年在学中の１９７８年に拉致され、２４年間北朝鮮での

生活を余儀なくされる。 

       帰国後、１年間の市役所勤務を経て、新潟産業大学嘱託職員・非常勤講師

として働くかたわら、２００５年４月に中央大学に復学。   

 ２００5年 初の訳書『孤将』を刊行。 

 ２００８年 復学していた中央大学卒業 

 ２０１３年 新潟大学大学院博士前期課程修了 

 ２０１３年４月 現在、新潟産業大学経済学部准教授。韓国語、韓国文化などを教える。 

        ２００５年から韓国語本の翻訳を始め、小説『孤将』、『私たちの幸せな

時間』、『トガニ』、詩集『ハル 哲学する犬』、ノンフィクション『走れ、

ヒュンジン！』など２０冊以上出版。 

        著書としては、『蓮池流韓国語入門』（０８年１０月）、『私が見た「韓国

歴史ドラマ」の舞台と今』（０９年3月）『半島へ、ふたたび』（０９年 

１０月新潮ドキュメント賞受賞。『拉致と決断』（１２年１０月）。 

趣味はドライブなど。 

 

 

プロフィール 

同 時 開 催 

特定失踪者パネル展 

 

 

 

市役所２階市民ロビー 

10/30（月）～11/2（木） 


